
一
　
問
題
の
所
在

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
以
下
『
釈
論
』）
は
『
大
乗
起
信
論
』（
以
下
『
起
信
論
』）
の
注
釈
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
通
常
の
注

釈
と
は
異
な
り
か
な
り
独
自
な
も
の
で
あ
る
。
龍
樹
造
と
あ
る
が
、
イ
ン
ド
仏
教
の
大
家
、
龍
樹
の
作
で
は
な
く
、
八
世
紀
こ
ろ
に

中
国
あ
る
い
は
新
羅
で
撰
述
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

『
釈
論
』
の
流
通
に
つ
い
て
、
一
四
世
紀
の
日
本
の
真
言
宗
の
僧
侶
・
杲
宝
（
一
三
〇
六‒

一
三
六
二
）
は
、『
宝
冊
鈔
』
に
お
い

て
中
国
、
日
本
に
お
け
る
引
用
を
挙
げ
る
中
、
中
国
の
引
用
と
し
て
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』、
慧
遠
『
起
信
論
疏
』、
澄
観
『
手
鏡
』

（
浄
源
『
七
祖
図
』
に
引
用
さ
れ
る
）、
宗
密
『
円
覚
経
略
疏
』
な
ど
十
数
人
を
挙
げ
る
。
こ
の
中
、
現
代
の
学
界
で
は
吉
蔵
と
慧
遠

の
引
用
に
は
疑
問
が
呈
さ
れ
、
ま
た
澄
観
『
手
鏡
』
は
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
現
在
の
と
こ
ろ
宗
密
（
七
八
〇‒

八
四
一
）
の

引
用
が
最
古
と
認
め
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
宗
密
の
一
つ
前
に
位
置
す
る
、
澄
観
の
『
手
鏡
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
従
来
、『
手
鏡
』
に
つ
い
て
は
杲
宝
の
証
言

の
み
で
、
こ
れ
ま
で
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
筆
者
は
関
連
す
る
資
料
を
二
つ
発
見
し
た
。
一

つ
は
宋
代
の
浄
源
（
一
〇
一
一‒

八
八
）
と
高
麗
の
義
天
（
一
〇
五
五‒
一
一
〇
一
）
と
の
往
復
書
簡
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

一
三
世
紀
宋
代
の
華
厳
学
僧
で
あ
る
希
迪
（
？‒

一
二
一
八‒

？
）
が
引
用
す
る
『
手
鏡
』
逸
文
で
あ
る
。

澄
観
『
随
文
手
鏡
』
を
め
ぐ
る
杲
宝
、
浄
源
、
義
天
、
希
迪
の
証
言

　
　
　

―
中
国
に
お
け
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
流
通
問
題
の
一
考
察
―

佐
藤　

厚

一

澄
観
『
随
文
手
鏡
』
を
め
ぐ
る
杲
宝
、
浄
源
、
義
天
、
希
迪
の
証
言



結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
第
一
に
、
杲
宝
の
段
階
で
は
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
『
随
文
手
鏡
』
が
澄
観
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
。
第
二
に
、『
随
文
手
鏡
』
と
『
釈
論
』
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
澄
観
が
『
釈
論
』
を
引
用
し
た
可
能
性
は
高
い
と
評

価
さ
れ
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
『
随
文
手
鏡
』
本
体
が
発
見
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
当
該
典
籍
が
存
在
し
て
い
た
痕
跡
を
証
明
す
る

手
が
か
り
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
杲
宝
の
証
言

一
四
世
紀
の
日
本
の
真
言
宗
僧
侶
、
杲
宝
は
、『
宝
冊
鈔
』
巻
八
に
お
い
て
中
国
、
高
麗
、
日
本
に
お
け
る
『
釈
論
』
流
通
の
証

拠
を
挙
げ
る
。
中
国
、
高
麗
の
著
作
で
は
次
の
も
の
を
挙
げ
る１

。

　
一
、
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』

二
、
慧
遠
『
起
信
論
疏
』

三
、
澄
観
『
手
鏡
』（
浄
源
『
七
祖
図
』
所
引
）

四
、
宗
密
『
円
覚
経
略
疏
』

五
、
延
寿
『
宗
鏡
録
』

六
、
道

『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
』

七
、
子
璿
『
起
信
論
筆
削
記
』

八
、
師
会
『
復
古
記
』

九
、
観
復
『
折
薪
記
』
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十
、
希
迪
『
集
成
記
』

十
一
、
徳
雲
『
翻
譯
名
義
集
』

十
二
、
慶
吉
祥
『
大
元
至
元
法
宝
勘
同
総
録
』

十
三
、
義
天
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』

こ
れ
は
ほ
ぼ
時
代
順
に
な
っ
て
お
り
、
一
番
古
い
の
が
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』、
次
が
慧
遠
『
起
信
論
疏
』、
そ
し
て
そ
の
次
が
澄
観

『
手
鏡
』
で
あ
る
。
吉
蔵
（
五
四
九‒

六
二
三
）
と
慧
遠
（
五
二
三‒

五
九
二
）
に
つ
い
て
は
記
事
の
信
憑
性
に
問
題
が
あ
り２

、
三
、

澄
観
『
手
鏡
』
は
実
在
し
な
い
。
そ
こ
で
現
在
の
と
こ
ろ
一
番
古
い
確
実
な
引
用
は
四
、
宗
密
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
問
題

と
す
る
の
は
澄
観
作
と
さ
れ
る
『
手
鏡
』
で
あ
る
。
で
は
杲
宝
の
証
言
を
見
る
。
原
文
と
試
訳
を
掲
げ
る
。

〔
原
文
〕
晋
水
浄
賢
七
祖
図
引
手
鏡
云
。
龍
樹
造
釈
摩
訶
衍
論
云
。
一
百
部
経
為
本
経
文
。
私
云
、
此
中
所
引
証
手
鏡
者
、
清

凉
釈
歟
。
遍
年
統
論
中
、
随
聞
手
鏡
一
百
巻
、
為
清
涼
制
作
之
旨
、
載
之
。
此
外
、
無
云
手
鏡
之
書
。
若
爾
者
、
清
涼
之
所
覽
、

無
疑
者
也３

。

〔
試
訳
〕
晋
水
浄
源
が
『
七
祖
図
』
に
『
手
鏡
』
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
云
う
。「
龍
樹
が
造
っ
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
云
う
。

〈
一
百
部
の
経
を
本
経
と
す
る
〉」
と
。
自
分
が
思
う
に
、
こ
の
中
、
引
証
す
る
『
手
鏡
』
と
は
清
凉
の
釈
で
あ
ろ
う
か
。『
遍

年
統
論
』
の
中
に
随
聞
手
鏡
一
百
巻
を
清
涼
の
制
作
と
す
る
旨
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
外
に
「
手
鏡
」
と
い
う
書
は
無
い
。

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
清
涼
が
（『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
）
閲
覧
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

杲
宝
は
浄
賢
（
源
）
の
『
七
祖
図
』
を
引
用
す
る
。
浄
源
は
北
宋
代
の
華
厳
学
者
で
、
幼
い
頃
に
儒
学
を
学
び
、
二
十
三
歳
の
時

三

澄
観
『
随
文
手
鏡
』
を
め
ぐ
る
杲
宝
、
浄
源
、
義
天
、
希
迪
の
証
言



に
東
京
報
恩
寺
の
海
達
大
師
に
就
い
て
得
度
、
翌
年
受
具
し
、
そ
の
後
は
五
台
承
遷
か
ら
華
厳
を
学
び
、
横
海
明
覃
に
李
通
玄

（
六
三
五‒

七
三
〇
（
一
説
に
六
四
六‒

七
四
〇
））
の
『
華
厳
経
論
』
を
受
け
、
長
水
子
璿
か
ら
は
『
首
楞
厳
経
』
を
学
ん
だ
。
こ

の
ほ
か
仲
希
か
ら
は
『
楞
厳
経
』、『
円
覚
経
』、『
起
信
論
』
を
学
ん
で
い
る
。
彼
は
高
麗
の
義
天
と
信
書
を
以
て
親
交
を
結
び
、
晩

年
に
は
義
天
が
入
宋
し
て
（
一
〇
八
五‒

八
六
）、
二
人
は
相
見
し
て
い
る
。

こ
の
浄
源
の
著
作
の
一
つ
に
『
七
祖
図
』
が
あ
る
。
現
存
し
て
い
な
い
が
、
題
名
か
ら
浄
源
が
建
て
た
華
厳
七
祖
説
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
華
厳
七
祖
説
と
は
華
厳
宗
の
相
承
を
次
の
七
人
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

馬
鳴 

― 

龍
樹 

― 
杜
順 
― 

智
儼 

― 

法
蔵 

― 

澄
観 

― 

宗
密

馬
鳴
と
龍
樹
の
二
人
は
イ
ン
ド
人
、
杜
順
、
智
儼
、
法
蔵
、
澄
観
、
宗
密
の
五
人
は
中
国
人
で
あ
る
。
華
厳
の
系
統
説
は
、
中
国
の

五
祖
説
が
一
般
的
で
、
そ
れ
に
イ
ン
ド
人
の
二
人
を
加
え
た
七
祖
説
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
説
を
作
っ
た
の
が
浄
源
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
吉
田
剛
の
研
究
に
詳
し
い４

。

こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
イ
ン
ド
の
二
人
で
あ
る
。
馬
鳴
が
初
祖
と
さ
れ
た
理
由
は
、
唐
代
中
期
以
後
の
華
厳
宗
で
重
視
さ
れ
た

『
大
乗
起
信
論
』
の
著
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
で
は
龍
樹
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
華
厳
学
と
龍
樹
と
の
関
係
と
し
て
、
す
ぐ
に
思
い
浮

か
ぶ
の
は
法
蔵
『
華
厳
経
伝
記
』
巻
一
に
説
か
れ
る
、
龍
樹
が
竜
宮
か
ら
大
乗
の
教
え
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
話
で
あ
ろ
う５

。
こ
れ

も
根
拠
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
『
釈
論
』
と
の
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
馬
鳴
の
『
大
乗
起
信
論
』
が
あ
り
、
そ
れ
に
龍

樹
が
注
釈
し
た
も
の
が
『
釈
論
』
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
中
国
華
厳
の
系
統
の
前
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
重
視
し
た
の
が
浄
源
の
師
の
一
人
で
あ
る
仲
希
で
あ
っ
た
。
後
で
出
す
資
料
で
あ
る
が
『
大
覚
国
師
外
集
』
に
は
仲
希
が
浄
源
に

「
馬
鳴
造
論
、
龍
樹
釈
通
。」
と
い
う
教
え
を
伝
え
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
七
祖
説
の
中
の
龍
樹
が
『
釈
論
』
を
受
け
た
も
の
で
あ
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る
こ
と
は
後
世
に
伝
わ
ら
ず
、
例
え
ば
日
本
の
凝
然
は
『
通
路
記
』
や
『
八
宗
綱
要
』
で
七
祖
説
を
出
し
龍
樹
に
触
れ
る
も
そ
の
理

由
は
出
し
て
い
な
い
。
近
代
の
湯
次
了
栄
は
『
華
厳
大
系
』
の
中
で
龍
樹
が
『
大
不
思
議
論
』
を
作
っ
て
『
華
厳
経
』
を
釈
し
た
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
（
二
頁
）。

続
い
て
『
七
祖
図
』
が
引
用
す
る
『
手
鏡
』
の
話
に
移
る
。
杲
宝
は
そ
こ
に
「
龍
樹
造
釈
摩
訶
衍
論
云
。
一
百
部
経
為
本
経
」
と

い
う
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
に
龍
樹
と
釈
摩
訶
衍
論
の
名
が
出
る
。

た
だ
「
一
百
部
経
為
本
経
」
と
い
う
文
は
実
際
の
『
釈
論
』
の
文
章
と
一
致
し
な
い
。
近
い
文
章
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

〔
原
文
〕
論
曰
。
摩
訶
衍
論
、
別
所
依
経
、
総
有
一
百
。
云
何
為
百
。
一
者
光
明
大
覚
経６

・
・
・
。

〔
試
訳
〕
論
に
い
う
。
摩
訶
衍
論
の
別
の
所
依
経
に
は
総
じ
て
一
百
が
あ
る
。
何
が
百
で
あ
る
か
。
一
に
は
光
明
大
覚
経
。・
・
・

両
者
を
比
べ
る
と
、『
釈
論
』
は
「
摩
訶
衍
論
別
所
依
経
、
総
有
一
百
。」
と
、
摩
訶
衍
論
の
別
所
依
の
経
典
と
し
て
百
を
挙
げ
る
の

に
対
し
て
、
引
用
さ
れ
た
手
鏡
は
「
一
百
部
経
、
為
本
経
。」
と
し
て
、
百
の
経
典
を
本
経
と
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
方
向
が
反

対
で
あ
る
。
結
論
は
同
じ
よ
う
で
あ
る
が
、
前
者
は
『
釈
論
』
を
支
え
る
も
の
が
百
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
百
が
結
集

し
て
『
釈
論
』
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
は
宗
密
の
引
用
も
同
様
で
あ
り
、

『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
〔
原
文
〕
摩
訶
衍
論
中
説
、
馬
鳴
菩
薩
、
約
一
百
本
了
義
大
乗
経
造
此
起
信
論
。
即
知
此
論
通
釈
百
本
経
中
義
也７

。

〔
試
訳
〕
摩
訶
衍
論
の
中
に
説
く
。「
馬
鳴
菩
薩
は
一
百
本
了
義
大
乗
経
を
集
約
し
て
こ
の
『
起
信
論
』
を
造
っ
た
。
す
な
わ
ち

知
る
、
こ
の
論
は
百
本
経
中
の
義
を
通
釈
す
る
」
と
。

五

澄
観
『
随
文
手
鏡
』
を
め
ぐ
る
杲
宝
、
浄
源
、
義
天
、
希
迪
の
証
言



こ
こ
で
は
「
一
百
本
了
義
大
乗
経
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
集
約
し
て
『
起
信
論
』
を
作
っ
た
こ
と
を
い
う
。

『
釈
論
』
原
文
と
『
手
鏡
』
逸
文
、
宗
密
の
言
及
が
な
ぜ
一
致
し
な
い
の
か
。『
釈
論
』
の
違
う
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は

従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
思
う
。

次
に
杲
宝
は
『
遍
年
統
論
』
を
引
く
。
こ
れ
は
祖
琇
『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
で
あ
り
、
巻
十
八
に
次
の
言
葉
が
あ
る
。

〔
原
文
〕
又
為
僧
叡
等
、
著
随
疏
演
義
四
十
巻
、
随
文
手
鏡
一
百
巻８

。

〔
試
訳
〕
ま
た
僧
叡
等
の
た
め
に
、『
随
疏
演
義
』
四
十
巻
、『
随
文
手
鏡
』
一
百
巻
を
著
し
た
。

こ
こ
に
『
演
義
鈔
』
四
十
巻
と
並
ん
で
『
随
文
手
鏡
』
一
百
巻
が
登
場
す
る
。『
演
義
鈔
』
は
『
華
厳
経
疏
』
の
注
釈
で
あ
る
が
、

『
随
文
手
鏡
』
が
ど
の
よ
う
な
著
作
な
の
か
は
現
存
し
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
巻
数
は
一
百
巻
と
あ
る
か
ら
、
か
な
り
大
部
の
著

作
と
考
え
ら
れ
る
。『
随
文
手
鏡
』
は
日
本
に
は
伝
来
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
湛
叡
『
華
厳
演
義
鈔
纂
釈
』
も
内
容
に
言
及
し
な
い９

。

続
い
て
杲
宝
は
、「
手
鏡
」
と
い
う
名
前
の
典
籍
は
ほ
か
に
な
い
か
ら
、
そ
れ
が
澄
観
の
『
随
文
手
鏡
』
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ

ば
澄
観
が
釈
論
を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
と
述
べ
る
。
調
べ
て
み
る
と
「
手
鏡
」
と
い
う
名
を
持
つ
仏
教
書
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

題
目

作
者

存
欠

出
典

（
因
明
論
）
手
鏡 

二
巻

恵
深

欠

新
編
諸
宗
教
藏
總
録

10

（
因
明
論
）
備
闕
手
鏡 

三
巻

（
但
云
上
國
沙
門
達
述
不
見
上
字
或
云
達
瑜
伽
是
）

欠

新
編
諸
宗
教
藏
總
録

11

 

大
乗
稲
芋
経
随
聴
手
鏡
記

法
成

存

大
乗
稲
芋
経
随
聴
記

12
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恵
深
『
手
鏡
』
二
巻
、『
備
闕
手
鏡
』
三
巻
は
現
存
し
な
い
が
『
因
明
論
』
の
注
釈
で
あ
る
。
法
成
『
大
乗
稲
芋
経
随
聴
手
鏡
記
』

は
現
存
す
る
が
、
法
相
宗
の
著
作
で
あ
る
。
徳
殷
律
師
『
行
事
鈔
手
鏡
記
』
は
戒
律
に
関
す
る
書
物
で
あ
る
。
盛
誉
『
華
厳
手
鏡
』

は
一
三
世
紀
の
日
本
華
厳
の
著
作
、
白
坡
『
禅
門
手
鏡
』
は
一
八
世
紀
の
朝
鮮
時
代
後
期
に
朝
鮮
半
島
で
作
ら
れ
た
禅
に
関
す
る
文

献
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
『
七
祖
図
』
が
引
用
す
る
『
手
鏡
』
が
澄
観
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
杲
宝
の
証
言
を
整
理
す
る
。
杲
宝
は
『
宝
冊
鈔
』
の
中
で
、
浄
源
の
『
七
祖
図
』
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
存
し
な

い
。
そ
の
中
に
『
手
鏡
』
が
引
用
さ
れ
、
そ
こ
に
『
釈
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
「
手
鏡
」
と
い
う
書
物
は
他
に
な
い

こ
と
か
ら
『
手
鏡
』
は
澄
観
の
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
澄
観
が
『
釈
論
』
を
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
主
張

で
あ
る
。

問
題
と
し
て
残
る
の
は
、
現
在
の
『
釈
論
』
と
は
内
容
が
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
宗
密
の
引
用
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
杲
宝
の
証
言
に
つ
い
て
中
村
本
然
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

本
朝
に
は
『
随
文
手
鏡
』
は
請
来
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
『
宝
冊
鈔
』
の
述
べ
る
と
こ
ろ
も
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
年
代
的
に
、『
釈
論
』
が
戒
明
に
よ
っ
て
日
本
に
請
来
さ
れ
た
頃
は
澄
観
の
壮
年
時
に
相
当
す
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
す
で
に
造
論
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
『
釈
論
』
を
澄
観
が
披
見
し
て
い
た
と
し
て
も
首
肯
し
う
る
こ
と
で
あ
る14

。

行
事
鈔
手
鏡
記

後
唐
婺
州
徳
殷
律
師

欠

行
事
鈔
諸
家
記
標
目

13

 
華
厳
手
鏡

盛
誉

存

華
厳
手
鏡

禅
門
手
鏡

白
坡

存

禅
門
手
鏡

七

澄
観
『
随
文
手
鏡
』
を
め
ぐ
る
杲
宝
、
浄
源
、
義
天
、
希
迪
の
証
言



戒
明
の
『
釈
論
』
将
来
を
七
七
九
年
と
す
る
と
、
澄
観
は
四
一
歳
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の
中
に
『
釈
論
』
を
引
用
し
て
い
て
も
お
か

し
く
は
な
い
。
た
だ
、『
随
文
手
鏡
』
や
そ
れ
を
引
用
す
る
『
七
祖
図
』
も
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
言
え
な

い
の
も
確
か
で
あ
る
。

三
　
浄
源
と
義
天
の
往
復
書
簡
の
証
言

杲
宝
以
外
に
『
随
文
手
鏡
』
に
つ
い
て
の
情
報
を
探
す
と
、
二
つ
の
資
料
が
見
つ
か
っ
た
。
第
一
は
北
宋
代
に
活
動
し
た
浄
源
と

高
麗
義
天
と
の
往
復
書
簡
で
あ
る
。
浄
源
は
前
述
し
た
『
七
祖
図
』
を
著
わ
し
、
北
宋
代
に
華
厳
復
興
を
志
し
た
人
物
で
あ
る
。
一

方
、
義
天
は
高
麗
の
仏
教
者
で
、
北
宋
の
僧
侶
と
幅
広
く
交
流
し
、
中
で
も
浄
源
と
は
最
も
関
係
が
深
か
っ
た
。
義
天
の
功
績
の
第

一
は
、
唐
末
五
代
の
戦
乱
で
失
わ
れ
て
い
た
中
国
の
華
厳
典
籍
を
高
麗
か
ら
も
た
ら
し
、
復
興
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
こ
と
。
第

二
に
、
北
宋
、
遼
、
日
本
に
は
た
ら
き
か
け
て
仏
教
典
籍
を
収
集
し
た
こ
と
。
中
で
も
イ
ン
ド
作
の
経
律
論
三
蔵
へ
の
中
国
、
朝
鮮

で
の
注
釈
を
収
集
し
、『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
と
い
う
目
録
を
作
る
と
と
も
に
、
刊
行
作
業
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
浄
源
と
義
天
と
の
往
復
書
簡
の
中
に
『
随
文
手
鏡
』
が
登
場
す
る
。『
大
覚
国
師
外
集
』
巻
二
に
は
浄
源
が
義
天
に
送
っ
た

手
紙
が
三
通
載
せ
ら
れ
、
そ
の
第
二
の
中
に
『
随
文
手
鏡
』
が
出
る15

。

そ
こ
で
は
ま
ず
義
天
か
ら
智
儼
（
六
〇
二‒

六
六
八
）
の
『
孔
目
章
』
な
ど
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
を
い
い
、

『
孔
目
章
』
の
内
容
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
行
な
う
。

続
い
て
次
の
よ
う
に
『
随
文
手
鏡
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。

〔
原
文
〕
所
索
随
文
手
鏡
、
当
時
清
凉
、
筆
削
之
功
、
多
蔵
于
五
臺
山
。
景
元
中
、
誓
賫
倫
物
、
詣
山
伝
写
。
遂
白
講
主
花
蔵
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大
師
。
彼
言
、
手
鏡
百
軸
。
昔
在
真
容
精
舍
、
為
火
所
焚
、
今
也
即
亡
。
斯
乃
祖
教
豊
替
、
繫
乎
時
機
。
孰
不
歎
惜
哉
。
祖
図

所
謂
、
馬
鳴
造
論
、
龍
樹
釈
通
。
乃
縉
雲
記
主
、
面
言
心
授
焉16

。

〔
試
訳
〕
お
探
し
の
『
随
文
手
鏡
』
で
す
が
、
当
時
、
清
凉
澄
観
の
著
作
は
多
く
五
台
山
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
景
祐
か

ら
宝
元
の
間
に
、〔
私
は
〕
誓
い
を
立
て
て
山
に
詣
で
て
〔『
随
文
手
鏡
』
を
〕
書
写
し
よ
う
と
思
い
、
講
主
の
花
蔵
大
師
（
承

遷
）
に
そ
の
旨
を
伝
え
ま
し
た
。
彼
が
言
う
に
は
「『
手
鏡
』
百
軸
は
、
昔
は
真
容
精
舍
に
あ
っ
た
が
、
焼
け
て
し
ま
っ
て
今

は
存
在
し
な
い
。」
と
。
こ
れ
こ
そ
祖
師
の
教
え
の
盛
衰
が
時
期
と
繋
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
誰
が
嘆
き
惜
し
ま
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。〔
と
こ
ろ
で
〕『
七
祖
図
』
に
「
馬
鳴
が
造
論
し
、
龍
樹
が
釈
し
流
通
さ
せ
た
」
と
い
う
の
は
、
縉
雲

記
主
（
仲
希
）
が
対
面
で
〔
私
に
〕
お
っ
し
ゃ
り
、
心
に
授
け
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

浄
源
は
『
随
文
手
鏡
』
に
つ
い
て
、
ま
ず
昔
を
回
想
す
る
。「
当
時
」
と
は
浄
源
が
若
い
こ
ろ
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ

ろ
に
「
清
凉
筆
削
之
功
」
つ
ま
り
澄
観
の
著
作
は
五
台
山
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
浄
源
は
そ
れ
を
筆
写
し
に
五
台
山
に
出
か
け
た
。

続
く
年
号
は
不
審
で
あ
る
。
原
文
に
は
「
景
元
中
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
国
の
三
国
時
代
の
年
号
で
西
暦
二
六
〇
年
か
ら
二
六
四

年
を
い
い
、
浄
源
と
時
代
が
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
浄
源
在
世
時
と
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
景
祐
（
一
〇
三
四‒

三
七
）
と
宝
元

（
一
〇
三
八‒

三
九
）
が
連
続
し
て
い
る
年
号
で
あ
る
。
こ
の
中
の
景
祐
の
「
景
」
と
宝
元
の
「
元
」
を
つ
な
ぐ
と
「
景
元
」
に
な
る
。

こ
れ
は
浄
源
の
二
三
歳
か
ら
二
八
歳
に
あ
た
り
、
浄
源
の
伝
記
に
照
ら
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ひ
と
ま
ず
こ
う
考
え
て
お
く
。

浄
源
は
花
蔵
大
師
す
な
わ
ち
承
遷
に
会
い
に
行
っ
た
。
承
遷
の
伝
記
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け

て
の
華
厳
学
者
で
あ
る
。
著
作
に
は
法
蔵
（
六
四
三‒

七
一
二
）
の
『
金
獅
子
章
』
の
注
釈
が
あ
る
。
こ
の
承
遷
の
も
と
に
行
き

『
随
文
手
鏡
』
の
書
写
を
申
し
出
た
。
そ
れ
に
対
し
て
承
遷
は
「『
手
鏡
』
百
軸
は
、
昔
は
真
容
精
舎
に
あ
っ
た
が
、
焼
け
て
し
ま
っ

て
今
は
存
在
し
な
い
。」
と
答
え
た
。
真
容
精
舎
は
五
台
山
の
精
舎
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
浄
源
は
、「
祖
師
の
教
え
の
盛

九

澄
観
『
随
文
手
鏡
』
を
め
ぐ
る
杲
宝
、
浄
源
、
義
天
、
希
迪
の
証
言



衰
が
時
期
と
繋
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
誰
が
嘆
き
惜
し
ま
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。」
と
嘆
い
て
い
る
。

話
は
変
わ
り
、
浄
源
は
自
ら
作
っ
た
『
七
祖
図
』
に
言
及
し
、
そ
の
中
で
「
馬
鳴
が
造
論
し
、
龍
樹
が
釈
し
流
通
さ
せ
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
釈
論
』
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
「
縉
雲
記
主
（
仲
希
）
が
対
面
で
〔
私
に
〕
お
っ
し
ゃ
り
、

心
に
授
け
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
仲
希
と
は
、
浄
源
に
『
楞
厳
経
』、『
円
覚
経
』、『
起
信
論
』
を
授
け
た

人
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
『
釈
論
』
を
重
視
し
、
浄
源
が
華
厳
七
祖
説
を
建
て
る
際
に
龍
樹
を
第
二
祖
と
し
て
入
れ
る
き
っ

か
け
を
作
っ
た
人
物
で
あ
る17

。

こ
れ
に
対
す
る
義
天
の
回
答
は
『
大
覚
国
師
文
集
』
巻
一
〇
に
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
と
述
べ
ら
れ
る
中
、『
手
鏡
』
に
つ
い
て
の

言
及
は
短
く
次
の
一
文
だ
け
で
あ
る
。

〔
原
文
〕
曰
手
鏡
百
軸
、
為
火
所
焚
。
見
此
言
已
、
嘆
於
誠
素
之
未
諧
矣18

。

〔
試
訳
〕
ま
た
「『
手
鏡
』
百
軸
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
言
葉
を
見
終
わ
っ
て
、

自
分
の
誠
実
さ
が
整
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
ま
す
。

義
天
は
数
多
く
の
典
籍
の
や
り
取
り
を
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
く
ら
い
の
言
及
で
終
わ

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
浄
源
の
手
紙
の
背
景
を
、
想
像
を
交
え
な
が
ら
考
察
し
た
い
。
ま
ず
、
浄
源
が
「
お
探
し
の
『
随
文
手
鏡
』」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
浄
源
の
回
答
の
前
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
尋
ね
る
義
天
の
手
紙
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
現
存

の
『
大
覚
国
師
文
集
』
も
完
全
に
残
っ
て
は
い
な
い
の
で
欠
落
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。
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浄
源
の
手
紙
の
内
容
を
想
起
す
る
と
、
前
半
で
は
『
随
文
手
鏡
』
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
説
き
、
後
半
に
『
七
祖
図
』
に
言
及
し
、

そ
の
中
で
馬
鳴
と
龍
樹
の
関
係
に
つ
い
て
は
仲
希
が
常
に
言
っ
て
い
た
こ
と
だ
、
と
述
べ
て
い
た
。
裏
を
返
す
と
、
義
天
が
『
七
祖

図
』
と
『
釈
論
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
疑
問
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
浄
源
に
尋
ね
た
こ
と
か
ら
、
今
見
た
浄
源
の
答
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
義
天
は
『
釈
論
』
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。
第
一
に
、
義
天
の
章
疏
目
録
で
あ
る
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
は
『
釈

論
』
と
遼
代
の
注
釈
書
の
名
前
が
載
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
注
釈
を
目
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と19

。
第
二
に
、
義
天
は
宋
朝

の
様
々
な
仏
教
者
と
交
流
す
る
中
で
典
籍
を
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
善
聡
に
は
『
花
厳
綸
貫
』、『
起
信
論
演
奥
鈔
』、『
科
』、

『
三
宝
章
』、『
旨
帰
章
』
と
並
ん
で
『
重
校
龍
樹
釈
論
』
を
送
っ
て
い
る20

。
こ
の
『
重
校
龍
樹
釈
論
』
は
『
釈
論
』
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。「
重
校
」
と
い
う
こ
と
は
高
麗
で
校
訂
を
行
っ
た
も
の
か
、
内
容
の
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
キ
ム
・
ヨ
ン
ミ
は
、
義
天

が
高
麗
に
伝
わ
る
テ
キ
ス
ト
と
遼
に
伝
わ
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
校
訂
を
行
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る21

。
ま
た
同
じ
く
義
天
が

交
流
し
た
宋
の
僧
侶
に
浄
因
法
師
が
い
る
が
、
義
天
が
浄
因
に
「
起
信
古
疏
」
と
と
も
に
「
摩
訶
釈
論
」
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の

「
摩
訶
釈
論
」
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
は
な
い
か22

。

こ
の
よ
う
に
義
天
が
『
釈
論
』
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
義
天
が
浄
源
の
『
七
祖
図
』
を

見
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
想
像
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
杲
宝
が
引
用
し
た
「『
手
鏡
』
云
。「
龍
樹
造
釈
摩
訶
衍
論
云
。
一
百
部
経
為
本

経
」」
と
い
う
文
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、『
手
鏡
』
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
。『
手
鏡
』
は
義
天
の
『
新
編
諸
宗
教
蔵

総
録
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
高
麗
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
『
七
祖
図
』
の
著
者
で
あ
る
浄
源
に
尋
ね
た
の
で
は

な
い
か
。

こ
れ
に
対
す
る
浄
源
の
答
え
が
先
ほ
ど
見
た
も
の
で
、『
手
鏡
』
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
答
え
、
義
天
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

し
か
な
か
っ
た
。
た
だ
こ
こ
に
疑
問
も
残
る
。
も
し
浄
源
の
段
階
で
『
手
鏡
』
が
失
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
杲
宝
が
紹
介
す
る

一
一

澄
観
『
随
文
手
鏡
』
を
め
ぐ
る
杲
宝
、
浄
源
、
義
天
、
希
迪
の
証
言



『
七
祖
図
』
逸
文
に
『
手
鏡
』
が
引
用
さ
れ
て
い
た
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
断
片
だ
け
が
残
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は

承
遷
の
口
伝
か
。
謎
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
義
天
は
章
疏
目
録
に
『
釈
論
』
や
注
釈
を
挙
げ
る
ほ
か
、
善
聡
に
「
重
校
釈
摩
訶
衍
論
」
を
送
る
な
ど
、『
釈
論
』
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

二
、
そ
ん
な
義
天
が
浄
源
の
『
七
祖
図
』
を
読
ん
だ
。
そ
の
中
に
、『
随
文
手
鏡
』
が
引
用
さ
れ
、『
釈
論
』
と
龍
樹
と
の
関
わ

り
が
書
い
て
あ
っ
た
。（
こ
こ
は
想
像
）

三
、
そ
こ
で
義
天
が
浄
源
に
、『
随
文
手
鏡
』
に
つ
い
て
の
情
報
を
求
め
た
。
こ
の
質
問
の
手
紙
は
現
存
し
て
い
な
い
。

四
、
浄
源
が
義
天
に
回
答
し
た
（『
大
覚
国
師
外
集
』
に
現
存
）。
そ
こ
で
は
『
随
文
手
鏡
』
そ
の
も
の
は
浄
源
の
華
厳
の
師
で

あ
る
承
遷
の
段
階
で
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
。『
七
祖
図
』
で
馬
鳴
と
龍
樹
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
仲
希
の
教
え
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

五
、
義
天
が
浄
源
に
返
事
を
し
た
。（『
大
覚
国
師
文
集
』
に
現
存
）

以
上
、
浄
源
と
義
天
の
証
言
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
わ
か
っ
た
の
は
澄
観
の
『
手
鏡
』
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た

『
釈
論
』
と
の
関
係
は
あ
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
冒
頭
の
杲
宝
の
証
言
を
考
え
て
み
る
。
杲
宝
は
浄
源
の
『
七
祖
図
』
を
引
用
し
、
そ
の
中
に
『
手
鏡
』
が
引
用
さ

れ
、
そ
こ
に
『
釈
論
』
が
言
及
さ
れ
て
い
た
。
杲
宝
は
「
手
鏡
」
と
い
う
名
の
書
物
は
他
に
な
い
こ
と
か
ら
そ
れ
が
澄
観
の
著
作
で

あ
る
と
考
え
、
澄
観
が
『
釈
論
』
を
見
て
い
た
と
推
測
す
る
。
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第
一
に
、『
手
鏡
』
が
澄
観
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
な
る
。『
七
祖
図
』
の
著
者
で
あ
る
浄
源
が
、
五
台
山
に
澄
観
の
『
手

鏡
』
を
求
め
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、『
七
祖
図
』
に
引
用
さ
れ
た
『
手
鏡
』
が
澄
観
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
第
二
に
、

『
七
祖
図
』
に
引
用
さ
れ
た
『
手
鏡
』
が
『
釈
論
』
を
引
用
し
て
い
る
件
に
つ
い
て
は
、
半
分
半
分
で
あ
る
。
浄
源
の
手
紙
の
中
に
、

『
手
鏡
』
の
流
れ
の
中
で
『
七
祖
図
』
が
言
及
さ
れ
、
そ
こ
で
『
釈
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら

解
釈
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
『
手
鏡
』
と
『
釈
論
』
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
解
釈
の
仕
方
に
も
よ
る

の
で
確
実
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
で
は
澄
観
が
『
釈
論
』
を
引
用
し
た
と
言
え
る
の
か
。
こ
れ
は
『
手
鏡
』
の
現
物
が
現
れ
な
い
限
り
、
明
確
に
引
用
し
た
と

は
言
え
な
い
が
、
引
用
と
い
う
伝
聞
の
レ
ベ
ル
で
は
引
用
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
鍵
と
な
る
の
は
『
七
祖

図
』
で
あ
ろ
う
。
浄
源
の
『
七
祖
図
』
は
凝
然
『
華
厳
宗
経
論
章
疏
目
録
』
に
『
賢
首
五
教
華
梵
七
祖
図
』
一
巻
が
浄
源
述
と
し
て

採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら23

、
日
本
に
渡
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
ど
こ
か
ら
か
『
七
祖
図
』
が
出
て
く
れ
ば
、
こ
の

間
の
事
情
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
掲
げ
る
の
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
『
七
祖
図
』
の
逸
文
で
あ
る
。

一
、
晋
水
浄
賢
『
七
祖
図
』
引
手
鏡
云
。
龍
樹
造
釈
摩
訶
衍
論
云
。
一
百
部
経
為
本
経
文24

。（
杲
宝
『
宝
冊
鈔
』
巻
八
）

二
、『
祖
図
』
所
謂
、
馬
鳴
造
論
、
龍
樹
釈
通
。
乃
縉
雲
記
主
、
面
言
心
授
焉25

。（『
大
覚
国
師
文
集
』
巻
二
）

三
、
浄
源
『
七
祖
図
』
云
。
賢
首
判
教
、
繩
墨
斯
文
。（
湛
睿
『
起
信
論
義
記
教
理
抄
』
巻
八
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』

九
四
・
一
六
五
中
）
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杲
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四
　『
手
鏡
』
逸
文

続
い
て
『
随
文
手
鏡
』
の
逸
文
と
思
わ
れ
る
も
の
を
発
見
し
た
の
で
紹
介
す
る
。
そ
れ
が
宋
代
の
華
厳
学
僧
・
希
迪
（
？‒

一
二
一
八‒
？
）
の
『
五
教
章
集
成
記
』（
以
下
『
集
成
記
』）
で
あ
る
。
希
迪
は
師
会
の
弟
子
で
、『
集
成
記
』
は
観
復
に
対
す
る

師
会
の
学
説
を
祖
述
し
た
も
の
で
あ
る26

。
こ
れ
は
巻
一
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

　
『
集
成
記
』
の
『
随
文
手
鏡
』
の
逸
文
を
、
そ
の
前
後
も
含
め
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。（
傍
線
筆
者
）

〔
原
文
〕
是
諸
下
、
二
勧
思
。
所
明
等
者
、
即
所
依
心
識
等
。
准
上
二
門
、
思
之
。
又
手
鏡
云
、
伝
之
理
法
界
、
融
乎
生
滅
門
。

伝
之
事
法
界
、
徧
乎
真
如
門
。
二
門
交
徹
、
即
理
事
無
礙
門
。
此
理
事
融
通
、
非
一
非
異
、
即
周
徧
含
容
門
。
斯
亦
交
絡
分
齊27

。

〔
試
訳
〕「
是
諸
」
の
下
は
第
二
に
「
勧
思
（
考
察
を
勧
め
る
）」〔
部
分
〕
で
あ
る
。「
所
明
」
等
と
は
、
即
ち
所
依
の
心
識
等

で
あ
る
。
上
の
二
門
に
准
じ
て
之
を
思
え
。
又
た
『
手
鏡
』
に
云
う
。「
こ
れ
を
理
法
界
に
伝
え
て
生
滅
門
を
融
ず
る
。
こ
れ

を
事
法
界
に
伝
え
て
真
如
門
に
徧
く
す
る
。
二
門
が
交
徹
す
る
の
は
即
ち
理
事
無
礙
門
で
あ
る
。
こ
の
理
事
が
融
通
し
て
非
一

非
異
な
る
も
の
は
即
ち
周
徧
含
容
門
で
あ
る
」
と
。
そ
れ
も
ま
た
「
交
絡
の
分
齊
」
で
あ
る
。

こ
の
文
は
法
蔵
『
五
教
章
』
の
第
五
乗
教
開
合
の
、
次
の
部
分
の
注
釈
で
あ
る
。
傍
線
部
が
『
集
成
記
』
に
引
用
さ
れ
る
部
分
で

あ
る
。〔

原
文
〕
頓
教
中
或
一
或
二
。
円
教
中
唯
一
。
皆
準
上
知
之
。
是
諸
教
下
、
所
明
義
理
、
交
絡
分
齊
。
準
此
思
之28

。

〔
試
訳
〕
頓
教
の
中
に
は
、
あ
る
い
は
一
、
あ
る
い
は
二
で
あ
る
。
円
教
の
中
に
は
唯
だ
一
だ
け
で
あ
る
。
皆
な
上
に
準
じ
て
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之
を
知
り
な
さ
い
。
こ
の
諸
教
の
下
に
明
か
し
た
義
理
の
交
絡
分
齊
は
、
こ
れ
に
準
じ
て
こ
れ
を
思
え
。

『
五
教
章
』
の
「
こ
の
諸
教
」
と
は
小
乗
教
、
大
乗
始
教
、
大
乗
終
教
、
頓
教
、
円
教
の
五
教
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
教
理
の
交

流
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
準
じ
て
知
り
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
、『
集
成
記
』
が
『
手
鏡
』
を
引
用
し
た

理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
試
訳
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
理
法
界
に
伝
え
て
生
滅
門
を
融
ず
る
。
こ
れ
を
事
法
界
に
伝
え
て
真
如
門
に
徧
く
す
る
。
二
門
が
交
徹
す
る
の
は
即
ち

理
事
無
礙
門
で
あ
る
。
こ
の
理
事
が
融
通
し
て
非
一
非
異
な
る
も
の
は
即
ち
周
徧
含
容
門
で
あ
る
。

生
滅
門
、
真
如
門
は
『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
、
理
法
界
、
事
法
界
、
理
事
無
礙
門
、
周
徧
含
容
門
は
澄
観
の
四
法
界
説
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
こ
れ
が
澄
観
の
書
物
の
一
部
で
あ
る
と
言
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

『
五
教
章
』
原
文
で
は
小
乗
教
、
大
乗
始
教
、
大
乗
終
教
、
頓
教
、
円
教
の
五
教
の
「
交
絡
分
齊
」
す
な
わ
ち
教
理
の
関
係
と
区

別
は
、
澄
観
の
教
学
に
お
い
て
は
法
界
説
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
浄
源
の
段
階
で
既
に
焼
失
し
て
い
た
は
ず
の
『
手
鏡
』
を
な
ぜ
『
集
成
記
』
が
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
が
謎
で
あ
る
。

他
の
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
他
の
書
物
に
逸
文
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
か
。
確
定
的
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

五
　
結
語

以
上
、
澄
観
の
著
作
と
さ
れ
る
『
随
文
手
鏡
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

一
五

澄
観
『
随
文
手
鏡
』
を
め
ぐ
る
杲
宝
、
浄
源
、
義
天
、
希
迪
の
証
言



一
四
世
紀
の
日
本
の
真
言
宗
の
僧
侶
・
杲
宝
は
、
一
一
世
紀
中
国
華
厳
宗
の
浄
源
の
著
作
の
中
の
『
随
聞
（
文
）
手
鏡
』
を
引
用

し
、
澄
観
が
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
見
て
い
た
証
拠
と
す
る
が
、『
随
文
手
鏡
』
は
日
本
に
完
全
な
状
態
で
将
来
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
、『
随
文
手
鏡
』
の
内
容
に
つ
い
て
、
浄
源
と
義
天
の
往
復
書
簡
の
中
の
情
報
、
希
迪
『
五
教
章
集
成
記
』
の
引
用
文
を

検
討
し
た
。
往
復
書
簡
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
と
し
て
は
、

・『
随
文
手
鏡
』
は
五
台
山
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
承
遷
の
時
代
に
は
火
災
に
遭
い
焼
失
し
た
こ
と
。

・
浄
源
が
『
七
祖
図
』
で
『
釈
論
』
に
言
及
し
た
の
は
仲
希
の
指
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

で
あ
る
。

ま
た
希
迪
『
五
教
章
集
成
記
』
所
引
の
逸
文
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

・『
大
乗
起
信
論
』
の
真
如
門
、
生
滅
門
の
概
念
と
、
四
法
界
説
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
い
て
お
り
、
澄
観
の
も
の
と
見
て
も

お
か
し
く
は
な
い
。

こ
こ
で
杲
宝
の
証
言
を
振
り
返
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
、
浄
源
の
証
言
か
ら
『
随
文
手
鏡
』
が
澄
観
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
『
集
成
記
』
が
引
用
す
る
『
手
鏡
』
の
内
容
が
澄
観
の
教
学
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

よ
っ
て
、『
随
文
手
鏡
』
が
か
つ
て
実
在
し
た
こ
と
、
内
容
が
澄
観
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
澄
観

が
『
釈
論
』
を
引
用
し
て
い
た
可
能
性
は
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
『
随
文
手
鏡
』
自
体
が
現
段
階
で
は
中
国
を
は
じ
め
朝
鮮

や
日
本
に
残
っ
て
い
な
い
の
で
、「
可
能
性
が
高
ま
っ
た
」
と
い
っ
て
も
、
空
中
楼
閣
の
中
の
空
中
楼
閣
を
議
論
し
て
い
る
よ
う
な

虚
し
い
感
じ
は
否
め
な
い
。
今
後
、『
随
文
手
鏡
』
の
現
物
が
出
現
す
る
か
、
あ
る
い
は
新
た
な
逸
文
が
見
つ
か
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
あ
る
い
は
そ
の
前
段
階
と
し
て
浄
源
の
『
七
祖
図
』
が
出
現
す
れ
ば
、
こ
の
間
の
事
情
が
も
う
少
し
明
ら
か
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
本
文
で
も
指
摘
し
た
『
随
文
手
鏡
』
が
引
用
す
る
『
釈
論
』
の
文
章
が
、
現
行
の
そ
れ
と
は
異
な
る
問
題
を
ど
の
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よ
う
に
考
え
る
の
か
も
課
題
と
し
て
残
る
。

〈
参
考
文
献
〉

・
一
次
文
献

　

義
天
『
大
覚
国
師
文
集
』（
韓
仏
全
四
）

　
　

同
『
大
覚
国
師
外
集
』（
韓
仏
全
四
）

　

希
迪
『
五
教
章
集
成
記
』（
卍
続
蔵
五
八
）

　

杲
宝
『
宝
冊
鈔
』（
大
正
蔵
七
七
）

　

龍
樹
造
、
伐
提
摩
多
訳
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
）

・
二
次
文
献

　

高
峯
了
州
『
華
厳
思
想
史
』（
百
華
苑
、
一
九
六
三
年
）

　

早
川
道
雄
『『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
新
研
究
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
九
年
）

　

金
英
美
「
釈
摩
訶
衍
論
の
底
本
研
究
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
九
、
二
〇
二
一
年
）

　

中
村
本
然
「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
八
六
、
一
九
八
六
年
）

　

吉
田
剛
「
中
国
華
厳
の
祖
統
説
に
つ
い
て
」（『
華
厳
学
論
集
』、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
七
年
）

　
　

同　

 

「
晋
水
浄
源
と
宋
代
華
厳
」（『
禅
学
研
究
』
七
七
、
一
九
九
九
年
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

随
文
手
鏡
、
釈
摩
訶
衍
論
、
杲
宝
、
浄
源
、
義
天

注１　

杲
宝
『
宝
冊
鈔
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
・
八
二
四
下
）

２　

中
村
本
然
「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
八
六
、
一
九
八
六
年
）
六
七
頁

３　

杲
宝
『
宝
冊
鈔
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
・
八
二
四
中
）

一
七

澄
観
『
随
文
手
鏡
』
を
め
ぐ
る
杲
宝
、
浄
源
、
義
天
、
希
迪
の
証
言



４　

吉
田
剛
「
中
国
華
厳
の
祖
統
説
に
つ
い
て
」（『
華
厳
学
論
集
』、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
七
年
）、「
晋
水
浄
源
と
宋
代
華
厳
」（『
禅
学
研
究
』
七
七
、

一
九
九
九
年
）

５　

法
蔵
『
華
厳
経
伝
記
』
巻
一
（
大
正
蔵
五
一
・
一
五
三
中
）「
在
海
龍
王
宮
。
六
百
餘
年
未
伝
於
世
。
龍
樹
菩
薩
入
龍
宮
。
日
見
此
淵
府
。
誦
之
在
心
。

将
出
伝
授
。
因
茲
流
布
。」

６　

龍
樹
造
、
伐
提
摩
多
訳
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
・
五
九
三
下
）

７　

宗
密
『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
巻
一
〇

８　

祖
琇
『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
一
八
。
ち
な
み
に
『
編
年
通
論
』
を
踏
襲
し
た
念
常
集
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
で
は
巻
一
四
（
大
正
蔵
四
九
・
六
〇
一

中
）
に
同
じ
文
が
あ
る
。

９　

湛
叡
『
華
厳
演
義
鈔
纂
釈
』（
大
正
蔵
五
七
・
五
二
下
）

10　

義
天
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
巻
一
（
大
正
蔵
五
五
・
一
一
七
六
上
）

11　

義
天
同
前

12　

法
成
『
大
乗
稲
芋
経
随
聴
記
』（
大
正
蔵
八
五
・
五
五
六
中
）

13　

卍
続
蔵
七
四

14　

前
掲
中
村
論
文
、
六
七
頁

15　

第
二
の
部
分
を
引
用
す
る
。
傍
線
部
が
本
文
で
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
。「
大
宋
国
両
浙
伝
祖
教
老
僧
浄
源
。
復
書
高
□
□
花
厳
闍
梨
僧
統
法
師
。
叟

甞
示
学
徒
。
以
謂
晋
訳
微
言
。
流
芳
疇
昔
。
唯
至
相
尊
者
。
発
軫
分
逵
。
通
智
方
軌
。
始
製
于
搜
玄
。
然
其
辞
之
作
。
雖
源
流
有
漸
。
而
致
難
究
。
厥

後
続
而
刊
之
。
引
而
伸
之
。
唯
賢
首
国
師
。
根
理
條
辞
。
鈎
深
索
隱
。
復
著
于
探
玄
。
当
是
時
。
義
学
者
。
凭
軾
五
教
之
門
。
按
轡
一
真
之
奥
。
載
諸

伝
記
。
不
可
殫
紀
。
斯
皆
廓
三
万
之
微
言
。
已
答
半
珠
矣
。
及
乎
唐
翻
至
教
。
聯
芳
祖
述
。
唯
淸
凉
大
和
尙
。
遊
目
五
周
。
縱
心
群
藉
。
摠
二
玄
於
旧

疏
。
六
位
於
新
章
。
旣
揚
大
周
教
海
。
亦
燦
貞
元
義
天
。
所
以
振
百
千
之
妙
偈
。
尽
窺
全
宝
耳
。
正
月
十
有
九
日
。
都
綱
李
元
積
至
。
得
去
年
九
月
書
。

辞
意
勤
拳
。
才
識
寅
亮
。
鋪
三
経
之
讜
義
。
貢
三
家
之
遒
文
。
邂
逅
紬
繹
。
使
人
樂
而
不
自
覚
。
因
思
貴
国
。
諦
觀
上
人
。
録
天
台
四
教
儀
。
流
于
華

夏
而
智
者
孫
謀
。
以
為
司
南
。
今
法
師
叙
三
家
之
義
疏
。
與
夫
向
者
。
示
諸
来
学
。
煥
然
冥
契
。
先
祖
有
言
曰
。
得
旨
繫
表
。
意
猶
吾
心
。
豈
獨
美
於

定
慧
哉
。
非
夫
哲
人
閒
出
。
曲
尽
鑚
仰
。
曷
至
乎
此
。
矧
以
挺
生
王
宮
。
厭
軽
軒
冕
。
托
迹
空
門
。
羽
佛
翼
祖
。
此
誠
善
由
宿
植
。
天
資
大
節
。
荷
玆

偉
任
歟
。
所
恵
花
厳
孔
目
内
章
。
曁
貞
元
新
訳
経
疏
等
。
凡
四
十
六
册
。
元
積
至
曰
。
皆
班
橫
経
之
徒
。
俾
其
朝
而
翫
。
夕
而
思
。
儻
加
其
勤
。
庶
通

二
疏
之
格
訓
。
由
二
玄
之
更
資
者
也
。
然
而
至
相
所
述
。
花
厳
内
章
孔
目
之
數
。
辞
華
理
詣
文
高
旨
遠
。
括
十
二
部
之
樞
要
。
如
指
諸
掌
。
比
夫
台
宗

法
界
次
第
。
霄
壤
相
遼
。
豈
同
時
而
語
哉
。
若
較
圭
峯
円
覚
広
疏
。
彼
則
先
列
於
章
門
。
次
釈
乎
経
旨
。
合
一
部
以
同
條
也
。
此
乃
用
搜
玄
以
伸
義
。
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約
孔
目
而
料
簡
。
開
四
軸
而
異
貫
也
。
昔
人
謂
之
。
白
璧
黃
金
。
皆
為
至
宝
。
述
作
之
妙
。
不
其
然
乎
。
所
索
随
文
手
鏡
。
当
時
淸
凉
筆
削
之
功
多
。

蔵
于
五
臺
山
。
景
元
中
。
誓
賫
倫
物
。
詣
山
伝
写
。
遂
白
講
主
。
花
蔵
大
師
。
彼
言
手
鏡
百
軸
。
昔
在
真
容
精
舍
。
為
火
所
焚
。
今
也
卽
亡
。
斯
乃
祖

教
豊
替
。
繫
乎
時
機
。
孰
不
歎
惜
哉
。
祖
図
所
謂
馬
鳴
造
論
。
龍
樹
釈
通
。
乃
縉
雲
記
主
。
面
言
心
授
焉
。
所
示
貴
国
見
行
教
乗
目
録
。
仍
求
此
方
諸

家
撰
録
者
。
且
西
聖
之
言
。
源
乎
周
。
派
于
漢
。
汪
洋
于
隋
唐
。
澣
漫
于
□
宋
。
而
諸
師
抗
宗
。
略
陳
四
家
。
所
謂
澄
炤
戒
律
宗
。
慈
恩
法
相
宗
。
天

台
法
性
宗
。
賢
首
円
融
宗
。
而
各
有
本
宗
義
章
。
名
号
皆
行
于
代
。
至
若
秦
什
之
四
聖
。
晋
遠
之
諸
賢
。
雖
有
疏
記
。
師
資
伝
授
而
亡
㳂
襲
故
。
其
垂

法
不
成
」『
大
覚
国
師
外
集
』
巻
二
（
韓
仏
全
四
・
五
六
九
ｂ‒

五
七
〇
中
）
手
紙
の
第
二
は
こ
れ
以
降
は
残
っ
て
い
な
い
。

16　
『
大
覚
国
師
外
集
』
巻
二
（
韓
仏
全
四
・
五
七
〇
上
）

17　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
吉
田
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
吉
田
剛
「
晋
水
浄
源
と
宋
代
華
厳
」（『
禅
学
研
究
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七
七
、
一
九
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九
年
）
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一
頁‒

一
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頁

18　
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天
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覚
国
師
文
集
』
巻
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〇
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韓
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全
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・
五
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19　

義
天
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編
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宗
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蔵
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録
』
巻
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大
正
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五
五
・
一
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七
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）

20　
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覚
国
師
文
集
』
巻
第
一
一
「
与
大
宋
善
聡
法
師
状
」
第
三
（
韓
仏
全
四
・
五
四
六
上
）

21　

金
英
美
「
釈
摩
訶
衍
論
の
底
本
研
究
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
九
、
二
〇
二
一
年
）
八
一
頁‒

八
二
頁

22　

義
天
『
大
覚
国
師
文
集
』
巻
第
一
一
「
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宋
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書
」
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（
韓
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全
四
・
五
四
六
中
）

23　

凝
然
『
華
厳
宗
経
論
章
疏
目
録
』（『
日
仏
全
』
九
五･
一
四
三
下
）

24　

杲
宝
『
宝
冊
鈔
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
・
八
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四
中
）

25　
『
大
覚
国
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外
集
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巻
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（
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五
七
〇
上
）

26　

高
峯
了
州
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華
厳
思
想
史
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苑
、
一
九
六
三
年
）
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一
頁‒
三
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二
頁

27　

希
迪
『
五
教
章
集
成
記
』
巻
一
（
卍
続
蔵
五
八
・
四
〇
九
上
）

28　

法
蔵
『
五
教
章
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
五
・
四
八
二
中
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観
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る
杲
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、
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、
義
天
、
希
迪
の
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言



Abstract
Gōhō, a fourteenth-century Japanese monk of the Shingon sect, cites 

Suiwenshoujing from the works of Jingyuan, an eleventh-century Huayan school 
monk, as evidence that Chengguan had seen Shimoheyanlun in the eighth century. 
However, Suiwenshoujing was not transmitted to Japan. 

Examining the content of Suiwenshoujing through information in the 
correspondence between Jingyuan and Yitian and citations from Xidi’s 
Wujiaozhang jichengji, I found the following. From the correspondence, it became 
clear that Suiwenshoujing was preserved on Mt. Wutai but destroyed by fire during 
the era of Chengqian, and Jingyuan referencing Shilun in Qizutu was based on the 
guidance of Zhongxi. From the citations in Xidi’s Wujiaozhang jichengji, it became 
clear that Suiwenshoujing discusses the relationship of the thusness aspect (zhenryu 
men) and arising and ceasing aspect (shengmie men) found in Dashengqixinlun 
with the four realms of reality (si fajie) doctrine. This could plausibly be attributed 
to Chengguan.

Though fragmentary, these pieces of evidence contribute to the study of the 
spread of Shimoheyanlun in China and scholarship on Chengguan’s works.

Testimonies of Gōhō, Jingyuan, Yitian, and Xidi, 
Surrounding Chengguan’s Suiwenshoujing :

The Spread of Shimoheyanlun in China

SATO Atsushi 
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